
「雪崩教育」シンポジウム開催のご案内 

――― 過去の雪崩事故に学ぶ ――― 

 

 このところ積雪期に雪崩による事故が多発しています。昨シーズンは 2016 年

11 月 29 日に立山室堂付近で大学生３人が雪崩に巻き込まれ１名死亡。年が明け

て 2017 年の１月２日、白馬八方尾根で山スキー中に雪崩に遭い１名が重体。  

２月 13 日、戸狩温泉スキー場ではパトロール隊員３人が雪崩に巻き込まれ１名

が死亡。３月 22日には群馬県前武尊十二沢でスキー滑走中に３名が雪崩に遭遇、

１名死亡。３月 27 日、那須で講習中に高校生・教員 48 名が雪崩に巻き込まれ、

８名死亡。同日、安達太良山で登山中の２名が雪崩に遭い、１名死亡。４月 28

日、白馬大雪渓の雪崩で１名が埋没５月 20日遺体で発見。連休中も剱岳で２名、

穂高岳の雪崩事故犠牲者１名は、今年初めての労山会員死亡事故となりました。 

 これらの重大事故の中には、雪崩トランシーバー（ビーコン）を着けていな

かった人も多く、雪崩に対して知識が乏しく、無警戒で事故に遭った事例もあ

ります。楽しいはずの雪山で死なないためには、どんな知識が必要なのか？ 

 是非、この機会に一緒に考えてみましょう！ 

 

記 

 

開催日時   2017 年 11 月 22 日（水）19：00～21：00 

          受付開始 18：30 

開催場所   日本勤労者山岳連盟 事務所１Ｆ会議室  

              東京都新宿区新小川町５－24（ＪＲ飯田橋駅下車徒歩 10 分）  

 

内 容   ・事故事例報告 

八ヶ岳（1982 年３月 12 名死亡） 

立山 （2013 年 11 月 ７名死亡） 

那須 （2017 年３月 ８名死亡）他 

      ・「雪崩事故を防ぐための講習会」の案内 

       全国講習会、北海道、青森、岩手、東北、関東、北陸、長野、

東海、近畿、中国 

      ・意見交換 

 

参加費    1000 円（資料代） 当日、お願いします。 

 

定 員    50 名（先着申し込み順で定員になり次第、締め切ります）   

 

主 催    日本勤労者山岳連盟「雪崩事故を防ぐための講習会」  



なぜ雪崩事故が継続して発生するのか？ 

 

日本勤労者山岳連盟・中央登山学校では、30 年以上にわたって「雪崩事故を

防ぐための講習会」を開催してきました。多くの仲間を雪崩事故で失ってきた

からです。しかし、近年の積雪期における天候不順もあり、国内の雪崩事故は

発生し続けています。雪崩事故に関する研究や対策も行われていますが、まだ

まだ一般には普及しておらず、 

雪崩トランシーバー（ビーコン）

を装着しないで雪山に入山して 

いる例も少なくありません。私が

先日、訪れたドイツ・ミュンヘン

にある大きなアウトドアショップ

では正面入り口に雪崩エアバック

の展示がありました。欧米では 

普及しているようですが国内では、

ほとんど使われていません（私た

ちの講習会では３年前から導入し、

現在２種類を試しています）。 

私たちは雪崩に対する知識不足、装備不足、訓練不足で亡くなる人を、一人

でも減らしたいと考えています。 

今回は、今年３月に発生した那須の雪崩事故を受けて、発生当日からテレビ

のニュース番組に生出演した講師をはじめ、実際に雪崩に遭って全身埋没した

講師も参加し、雪崩事故の実態についてお話をします。参加者からの、意見や

質問も受けます。雪崩事故に関心のある方なら、どなたでも参加できますので、

下記の申込用紙に記載して申込下さい。 

日本勤労者山岳連盟「雪崩事故を防ぐための講習会」 川嶋 髙志 

 

申込先 

 

〒162-0814 東京都新宿区新小川町 ５－24  日本勤労者山岳連盟 

 ＦＡＸ ０３－３２３５－４３２４  Ｍａｉｌ jwaf@jwaf.jp 

………………………………………キリトリ………………………………………… 

申込用紙 

                  2017.11.22「雪崩教育」シンポジウム 

氏  名 性別 年齢  所  属 連絡先（携帯電話等） 
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